
NO．１

　　　自己評価結果公表シート 2023年度

幼保連携型認定こども園

１．本園の教育目標

　・豊かな情緒のもと自己を十分に発揮し、自分でものを考え、何でも自分で出来、 

　  やる気十分な子ども。

　・身近な環境に親しみ、自然と触れ合うなかで情緒豊かで観察力を身につけた

    子ども。

２．本年度重点的に取り組む目標

園の方針である、子ども達にとって楽しい幼稚園、ほっとする幼稚園を

もう一度確認したいと思います。

３．評価項目と達成状況

評価結果の表示方法

A　－　達成されている

B　－　ほぼ達成されている

C　－　取り組まれているが、もう少し努力が望まれる

D　－　取り組みが不十分である

　　　　① 保育の楽しみ、喜び 評価結果

１・幼児のささやかな成長が理解でき、それを喜ぶことができる。 A

２・幼児と一緒に苦しんだり考えたりすることができる。 A

３・幼児と一緒に生活を創り出すことが楽しい。 A

４・特に配慮を要する幼児が望ましい方向へ変容していく過程に

　 喜びを感じる。

八戸の里幼稚園

　[ 情操豊かな思いやりのある子ども ] を目指しています。

　・他の人々と親しみ、支えあい、思いやり、生きていける子ども。

A



　　　　②幼児への対応

１・幼児とのスキンシップをとるようにしている。 A

２・幼児一人ひとりの良さを認めるようにしている。 A

３・幼児の心を傷つけるような言葉やかかわり方をしないようにしている。 A

４・幼児同士のトラブルに対し、適切な対応をしている。 A

５・幼児が行き詰まっている時に適切な対応をしている。 A

６・教師らしい品位ある言葉、正しい日本語の用法を心掛けている。 B

４．取り組み状況

　①保育では、子ども達が主体的に活動できるよう心掛けている。

　②保育者として各自が自覚を持って言葉遣いや言動に注意を払っている。

５．総合的な評価結果

　①保育の楽しみ、喜び ・・・　　A

　②幼児への対応　　 ・・・　　A

　　子ども達を第一に考えて保育している姿勢は評価できる。

６．今後取り組むべき課題

　　教師らしい品格を身に付けるため、これからも一層の努力をしていきたい。

　　幼児同士のトラブルについては、親との連絡を忘れず、理解を求めていきたい。

　①保育の楽しみ、喜び ・・・　　A

　②幼児への対応　　 ・・・　　A

　　子ども達も園生活をのびのび楽しく満喫している様子が伺えます。

　また、子ども同士のトラブルや体調不良があった場合でも、こまめに連絡を頂き、

　安心して預けられています。

　　　　　　　　NO．２

７．学校関係者の評価



　　　　　　　　NO．3

土山　佐代子 元職員

明智　裕史 保護者会役員

辰巳　英理間 保護者会役員

駒井　千尋 保護者会役員

土居　汐里 保護者会役員

谷口　よし子 保護者会役員

学校関係者委員会名簿

細尾　望 保護者会役員


